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域
経
営
会
議
は
こ
の
ほ
ど
、
静
岡

市
内
で
主
に
各
団
体
の
企
画
課
担

当
者
ら
で
構
成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
会
議
を
開
き
、
本
年
度
の
調
査

研
究
テ
ー
マ
と
し
て
創
業
・
起
業

支
援
を
据
え
る
こ
と
を
決
め
た
。

ま
た
、
調
査
研
究
に
実
質
的
に
取

り
組
む
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ（
Ｗ

Ｇ
）
の
座
長
に
静
岡
経
済
研
究
所

常
務
理
事
の
大
石
人
士
氏
を
充
て

る
こ
と
を
了
承
し
た
。
今
後
、
早

急
に
Ｗ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
を
選
定
し
、

調
査
研
究
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

　
会
議
で
は
、
中
部
地
域
経
営
会

議
設
立
を
提
言
し
、
同
経
営
会
議

の
事
務
局
を
担
っ
て
い
る
静
岡
県

中
部
未
来
懇
話
会
か
ら
こ
れ
ま
で

の
経
過
が
報
告
さ
れ
た
。
そ
れ
に

　
中
部
地
域
８
市
町
の
自
治
体
、

商
工
会
議
所
・
商
工
会
、
大
学
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
構
成
す
る
中
部
地

よ
る
と
、
こ
と
し
４
月
開
催
の
同

経
営
会
議
総
会
で
前
年
度
ま
で
の

研
究
テ
ー
マ
「
広
域
観
光
の
推
進
」

に
次
ぐ
第
２
弾
と
し
て
本
年
度
か

ら
は
「
地
域
経
済
の
活
性
化
」
に

取
り
組
む
こ
と
を
了
承
。
懇
話
会

事
務
局
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
の

メ
ン
バ
ー
、
さ
ら
に
懇
話
会
研
究

部
会
長
の
西
野
勝
明
県
立
大
教
授

ら
で
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
静
岡

経
済
研
へ
の
調
査
研
究
委
託
の
方

針
が
決
ま
っ
た
。

　
そ
の
後
、
Ｗ
Ｇ
の
座
長
と
な
る

大
石
氏
が
こ
れ
ま
で
の
協
議
内
容

な
ど
を
踏
ま
え
、
▽
創
業
・
起
業

支
援
に
向
け
た
産
学
官
連
携
▽
女

性
、
若
者
の
活
躍
の
場
づ
く
り
▽

産
業
力
の
強
化
▽
豊
か
な
シ
ニ
ア

生
活
の
提
案
―
な
ど
を
目
標
と
す

る
基
本
方
針
を
ま
と
め
た
。

　
大
石
氏
は
「
地
域
経
済
の
活
性

化
に
は
創
業
・
起
業
支
援
が
大
切

だ
。
県
や
各
市
町
で
も
取
り
組
ん

で
は
い
る
が
、
も
っ
と
連
携
す
る

必
要
が
あ
る
。
中
部
と
い
う
エ
リ

ア
全
体
で
考
え
、
施
策
や
情
報
を

再
構
築
し
て
い
く
こ
と
も
欠
か
せ

な
い
」
と
話
し
、
当
面
は
創
業
・

起
業
支
援
に
絞
っ
た
調
査
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
く
考
え
を
説
明
し

た
。

　
ま
た
、
西
野
教
授
も
「
創
業
・

起
業
を
目
指
す
若
者
の
母
数
を
増

や
す
施
策
を
期
待
し
た
い
。
加
え

て
社
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
育
て
て
い

く
た
め
の
支
援
や
シ
ス
テ
ム
が
で

き
れ
ば
」
と
話
し
た
。

　
こ
の
後
、
意
見
交
換
で
は
各
担

当
者
ら
か
ら
市
町
と
い
う
枠
内
で

の
取
り
組
み
の
限
界
な
ど
の
悩
み

と
と
も
に
、
創
業
支
援
や
企
業
誘

致
に
向
け
た
広
域
連
携
や
静
岡
モ

デ
ル
構
築
な
ど
に
期
待
す
る
声
が

相
次
い
だ
。

本
年
度
の
研
究
テ
ー
マ
決
定

Ｗ
Ｇ
座
長
に
静
岡
経
済
研
常
務
の
大
石
氏

中部地域経営会議プロジェクト会議
創業・起業支援で中部に活力を


